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要　旨

2018年9月，北海道胆振東部地震によって厚真川流域では大規模な山地崩壊

が発生し，多大な被害が生じた．これに伴い，流域内の山地斜面や農地，支流

域河道内には大量の土砂が堆積しており，今後，融雪出水や夏期出水の際にこ

れらの土砂が厚真川流域の各支川から厚真川本川に流れ込み，中・長期的に河

川地形，河口域，さらには海域まで輸送され，拡散すると予想される．大量の

土砂流出は，農地への被害や河川地形の変化は勿論，水環境，水産漁業資源に

も影響を与える可能性がある．そのため，早急な被害状況の把握および崩壊地

からの降雨流出，土砂流出の実態調査を行い，今後想定される影響および河川

整備等の検討に向けた基礎資料を取得することが必要と考えられる．そこで，

2019年に，研究機関（大学，行政研究所）や行政機関（国，道，町）機関等の

関連機関が結集して厚真川土砂流出研究会（座長：泉典洋, 北海道大学大学院

工学研究院）を設立した．本研究は，この研究会の枠組みを活用して研究機関

同士でデータや情報を共有することによって，厚真川流域における土砂流出現

象の解明を目的としている．特に地震後の降雨・土砂流出の変化の実態を把握

した上で土砂流出を予測すること，また，土砂流出による下流域への影響を把

握することを当面の目標とし，本年度は，複数の支流域を対象とした現地調査

を継続するとともに厚真川流域からの土砂流出のモデル化を実施し，また，厚

真川本川の河床変動をモデル化し流出土砂が下流域へ与える影響を検討した．

本報告書では，実施した研究成果を著者別に1～5章として報告する． 
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